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Taisei Community School

TCS
－ 地域とともにある学校をめざして － 第３９号

令和元年１１月２５日

大成小学校

学校運営協議会

広報部

小・中学生と保護者、地域の大人で！

11月１日（金）、大成小のあいさつ運動に三
中生が参加しました。みんな卒業生とあって、

後輩達にあいさつのお手本を示していました。

元気な声が響き渡り、清々しい朝となりました。

大成小の卒業生として自信と誇りをもってがん

ばっている姿を見て嬉しくなりました。
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１１月２１日（木）、久慈地区小・中学校長会の皆様が管外

教育事情視察研修で本校を訪問しました。弘前市の教育自立圏

に関わる取組について学ぶことが目的だそうです。

授業参観や校舎見学に続いて、本校や三中学区の取組につい

ての説明、質疑応答・情報交換を行いました。

視察した皆様から、「子どもたちが生き生きと学んでいる」「コ

ミュニティ・スクールを運営していく上での参考になった」等

の意見が出されていました。

本校もコミュニティ・スクール

２年目。ますます地域とともにあ

る学校づくりに邁進しなければと

決意を新たにしました。

八嶋龍仙氏を招いての４年ひろさき卍学

中学校の乗り入れ授業
３年音楽



日 月 火 水 木 金 土
１ ジャンボ ２ 三中学区あ ３ ４ 参観日 ５ ６ ７ PTAグリー

カルタ大会 いさつ運動 ンカップ

８ ９読み聞かせ 10 11 はとぶえ号 12 キャリア教育講話 13 14

「しあわせのたね」 図書館ボランティア

15 16 17 町会子ども 18 三中学区校 19 20 21

会 長会

22 ブラバン・クリ 23 ２学期前半 24 25 はとぶえ号 26 27 学校徴収金 28

スマスコンサート 終業日 振替日

29 年末休業 30 年末休業 31 年末休業

三中学区「目指す子ども像（15歳の姿）」

地域を思い、未来に向かって主体的に学び、心身ともにたくましい子ども

○思いやりの心をもち、共に生きる ○すすんで学び、あきらめない ○心と体をきたえ、笑顔を広げる

ＴＣＳカレンダー

昭和25年～31年、冬期間以外は下駄履き

で通学。朝は７時前に登校し、講堂で相撲、

ボゴリッコでたっぷり汗をかいた。野球道

具はほとんど無く、素手で楽しむ程度だっ

た。

元日には登校して、紅白の祝菓をもらえ

たなぁ。学芸会は夜の開催で、弁当持参で

賑やかだった。運動会も重箱料理持参で飲

酒も自由だった。町会対抗運動会はもっと

盛り上がったなぁ。農繁期には１週間程度

の休みがあり、手伝いするのが当然だった。

勉強の記憶は薄れてしまったが、１～４

年の女性、５・６年の男性の両恩師はすで

に他界されているが、感謝している。

中学校から弘前市になったこともあり、

３年毎の同期会には欠かすことなく出席し

て同級生との再会を楽しんでいる。想い出

の校舎は無いが、同級生との懐かしい会話

の端々に思い出されるのは嬉しいものだ。

７０年近くなった過去に想いを馳せる機会

をありがとうございました。

（尾上町立金田小学校の卒業生）

連載

第３回

地域の皆さんからの投稿はもちろん、感想

等も募集しています。学校（教頭）までご連

絡ください。

キャリア教育講話のご案内

子どもたちが、目標をもち、自分らしさを発揮して

将来の夢や希望について考える機会として、地域の方

をお招きしてお話をうかがっています。
① 日 時 令和元年１２月１２日（木）10:20～11:15

② 場 所 大成小学校 体育館

③ 講 師 平山 幸一 さん（平山萬年堂） 入場無料

大成コミュニティ・スクールの
“これまで”と“これから

○学校教育活動への支援が得られるようになった。

成
（学習ボランティア 等）

○広報活動が充実してきた。

果
（ＴＣＳ通信、学校ＨＰ、学校だより 等）

○学校・家庭・地域の連携が図られてきた。

（大成クマノミ隊、桜保存プロジェクト 等）

課
△子どもたちの学びの支援のマンネリ化を防ぐ。

△地域人材（地域継承者）の年齢構成や引き継ぎ

題
・確保をスムーズにできるか。

△学校を核とした地域コミュニティづくりの推進。

この他、桜保存プロジェクトに「ちびっこ

桜守」制度を導入することや、学校を避難

場所として開放する際の運営マニュアルの

作成についても話し合いました。

第３回

学校運営協議会

「地域による子どもたちの豊かな

学びの活性化」を中心話題として

協議しました。


